
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

年間テーマ 音の探究活動

色々な動物の鳴き声に耳を傾け、友達や保育者と共有しよう

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

令和7年3月21日(金)

クラス名（年齢） ばら組（5歳児）

・園外保育時に動物園で行う。

・動物園を回る中で興味のある動物の鳴き声に耳を傾け、どんな鳴き

声がしたのかを言葉にして表現する。

・近くにいる友達や保育者にどのような鳴き声が聞こえたのかや気付

きを共有して、動物の鳴き声に興味を持つ。

・子ども達は色々な動物の鳴き声に興味を示し、耳を傾けてよく聞いていた。

鳥の鳴き声を聞いて「カエルの声みたいだね。」と他の生き物の鳴き声に似て

いると感じた子どもの発想には驚いた。また、同じ動物でも様々な動物の鳴き

声があることに気付いて子ども達と一緒に共有することが出来たので良かっ

た。

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・園外保育時に動物園で実施した。

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

（ミドリインコウを見て）

・「キィキィキィキィって鳴いているね。」

・「すごい高い音だね。」

（ワライカワセミを見て）

・「何かカエルの声みたいだね。」

・「カカカカァカカカカァ、ゴゴゴゴって鳴いて

いるよ。」

・「高い音になったり、低い音になったりしてい

て面白いね。」

（子ども達が笑ったらワライカワセミも一緒に笑

う）

・「一緒に笑ってくれたね。」

・「だからワライカワセミっていう名前なんだ

ね」

（サル山にいるサルを見て）

・「ウー、ウーって鳴いているよ。」

・「こっちのサルはキィキィキィーって高い音で

鳴いている。」

・「いろいろな鳴き方のサルがいるね。」

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

・身近な自然や環境の音が好きな子ども達で、以前のすくわくプログ

ラムで虫や鳥の鳴き声のCDを聞いた時に興味を持ってよく聞いていた

ので、今回は実際に動物園に行き、動物の鳴き声に耳を傾けてどんな

２、活動スケジュール

・動物園を回りながら色々な動物の鳴き声に耳を傾け、興味を持って聞いてみ

る。

・どんな鳴き声がしたのかを言葉にして表現し、友達や保育者と共有する。

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）


